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従来型の維持管理（事後
保全）を続けていくと、
およそ20年後から大規模
な補修・補強対策が集中
します。

健
全
性

トンネルの供用年数

使用限界レベル

維持管理水準

事後保全型 予防保全型

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

式見隧道

（一般県道長崎式見港線） 板山トンネル

（一般県道佐世保世知原線）

従来型の事後保全型の維持管理による
道路トンネル維持管理の投資イメージ

予防保全型の維持管理による
道路トンネル維持管理の戦略的な投資計画

予
防
保
全
型
へ

50 年間の総投資額：約 253 億円 50 年間の総投資額：約 211 億円

約 42 億円の縮減

長崎県 土木部 道路維持課

〒850-8570 長崎市尾上町 3-1  TEL.095-894-3144（直通）  FAX.095-820-0683
ホームページ https://www.pref.nagasaki.jp/section/doroiji/index.html

予防保全型の維持管理

により総投資額は

道路トンネル維持管理計画の効果

事後保全型の維持管理と比較した場合、予防保全型の維持管理を行うことで、50 年間(令和 7年

度～令和 56 年度)で、約 42 億円のコスト縮減が見込まれます。これにより、道路網の安全性・信

頼性の確保とライフサイクルコストの縮減を実現します。

維持管理の PDCA サイクル

PDCA サイクル（Plan、Do、Check、

Act）の考え方をもとに、長崎県の「道

路トンネル維持管理計画（Plan）」の

運用（Do）による成果と有効性を客

観的に評価（Check）し、必要に応じ

て道路トンネル維持管理ガイドライ

ンや各種マニュアル、維持管理計画

を見直す（Act）ことで、より一層の

道路網の安全性とライフサイクルコ

ストの縮減を図ることを目的とし、

確実に実施します。

道路トンネル維持管理の PDCA サイクル

道路トンネルの維持管理の流れ

定期的な点検

定期点検(1)：５年に１回を基本

定期点検(2)：(1)の中間時期に１回

予防保全型の維持管理を行

い、健全度Ⅲ以下にならない

ように補修・補強を行う

道路トンネルにおける

予防保全のイメージ図

Ⅰ～Ⅱ

第四期（令和７年度～令和１１年度）

長崎県道路トンネル維持管理計画

道路トンネルの安全・信頼確保のために

判定

Ⅲ～Ⅳ 補修・補強

健全度Ⅱを保ち、

管理を行う

※「長崎県道路トンネル維持補修・補強マニュアル」等に基づいて実施

HPに公開

【データベース】
長崎県道路維持管理システム

・トンネル台帳
・点検結果

・健全度
・点検、対策工予定

・維持管理方針

・点検手法の選定

・点検結果のデータベース化

・点検結果の定量化と健全度把握

・将来の劣化予測

・補修・補強方法の検討

・優先順位の検討

・LCCによる最適化

・予算の平準化

P : 維持管理計画策定

(1)トンネル点検

(2)対策工の実施

D : トンネル点検・対策工

日常点検

定期点検
詳細調査

健全度

評価

【維持管理計画内容の評価】

C : 評価・フォローアップ

・実施効果の評価
・点検手法の評価

・補修・補強方法の評価

投資計画の見直し

(1)維持管理上の問題点の抽出
(2)計画改善項目の整理

(3)計画改善方針の決定

A : 維持管理計画の最適化

点検手法、補修・補強及び更

新方法、劣化予測手法、健全

度の評価法、他

令和7 年3 月



③ 点検結果
平成 31 年度～令和 5年度（2巡目点検）に管内の全トンネル

144 本のうち新設トンネル等を除く 138 本に対して、近接目視

点検を実施しました。Ⅲ判定となったトンネル本体工 43 本の

うち、34 本は令和 6年度までに補修済です。残りの 9本につい

ても、5年以内に補修を行っていく予定としております。

② 判定
点検結果を評価するために、トンネル本体と附属施設の変状や損傷状況より、下表に基づき健全性

の診断を実施しました。

4本
(3%)

91本
(66%)

43本
(31%)

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

嗚  

不良

  良好

区分 定義

Ⅳ 道路トンネルの機能に支障が生じている、又は生じる可能性が
著しく高く、緊急に措置を講ずべき状態。

Ⅲ 道路トンネルの機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置
を講ずべき状態。

Ⅱ 道路トンネルの機能に支障が生じていないが、予防保全の観点
から措置を講ずることが望ましい状態。

Ⅰ 道路トンネルの機能に支障が生じていない状態。

不良

良好

区分 定義

Ⅳ 腐食および破損等の損傷が著しく、応急対策を行った上で直ちに部

分あるいは全面更新が必要なもの

Ⅲ 腐食および破損等の損傷があり、早期に部分あるいは全面更新が必

要なもの

Ⅱ 腐食および破損等の損傷が軽微であり、当面部分あるいは全面更新

が必要ないもの

Ⅰ 腐食および破損等の損傷がなく、健全なもの

委員 職    名
氏  名

(令和 5年度)
氏  名

(令和 6年度)

委員長 長崎大学大学院工学研究科 教授 蒋 宇静

委員 長崎大学大学院工学研究科 准教授 山口 浩平

〃 長崎大学大学院工学研究科 准教授 杉本 知史

〃 一般社団法人 長崎県建設業協会 山田 聡 杉 将範

〃 長崎県土木部建設企画課課長 中村 泰博 金子 哲也

〃 長崎県土木部道路維持課課長 村川 康孝 田﨑 智

不良

良好

区分 定義

A
構造物の機能に支障が生じている、又は生じる可能性が著しく高く、

緊急に措置を講ずべき状態。

B
構造物の機能に支障が生じる可能性があり、早期に措置を講ずべき

状態。

S
構造物の機能に支障が生じていないが、予防保全の観点から措置を

講ずることが望ましい状態。

良好 構造物の機能に支障が生じていない状態。
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ト
ン
ネ
ル
累
計
数
（
本
）

ト
ン
ネ
ル
数
（
本
）

供 用 年

在来工法

NATM

その他

累計本数

NATM ８５本

在来工法 ５７本

その他 ２本

総 数 １４４本

※１ 事後保全：変状が顕著になってから対策を行う方法

※２ 予防保全：変状が顕著になる前に対策を行う方法

※３ ライフサイクルコスト：構造物の使用期間中に係る建設費・管理費・維持補修費・取り壊し費等のコストの総額

トンネル本体 照明施設 非常用施設
供用年とトンネル建設本数の推移

器具脚部の腐食

① 点検
〇道路トンネルの点検は、「定期点検(1)」と「定期点検(2)」を中心に実施。

〇点検の際には、長崎県の「道路トンネル点検マニュアル」に基づいて実施。

1) 定期点検(1)
〇トンネルの健全性を確認することを目的に、5年に 1回の頻度を基本として実施。

〇近接目視を基本。

〇管内の全トンネル 144 本を対象に、専門技術者が点検。

2) 定期点検(2)
〇定期点検(1)の補完的な位置づけとし、目に見えて危険な損傷を早期的に発見する

ことを目的に、定期点検(1)の中間時期に実施。

〇遠望目視点検を基本。

〇特に注視が必要と判断された 37 本のトンネルを対象に、職員が点検。

LED 照明

道路トンネルの点検・判定

従来の照明 LED 照明の特徴

〇維持費用の縮減

〇地球温暖化防止

従来型に比べ約４割の削減
電力：-29 万 KWh/年/16 本

CO2：-134t /年/16 本

長崎県では維持管理費用の増大に対応するため、「事後保全型※1の維持管理」から、「予防

保全型※2の維持管理」へ方針転換を図ります。そこで、効率的・効果的な維持管理によって、

中長期にわたる道路網の安全性・信頼性の確保とライフサイクルコスト※3の縮減を目的とし

て維持管理計画を策定してきました。平成 22 年度に「長崎県道路トンネル維持管理計画」

を策定し（第一期計画）、平成 25 年度には、全道路トンネルの道路ストック総点検を行い、

翌年度に計画を見直しました（第二期計画）。さらに令和元年度には、道路トンネル定期点

検要領の改訂や 1巡目点検の結果をもとに、計画を見直しました（第三期計画）。

今回、平成 31 年度から令和 5年度までの 2巡目点検の結果等を踏まえ、「長崎県道路トン

ネル維持管理計画」の改訂を行いました（第四期計画）。

この計画の改訂のため、学識経験者等による「長崎県道路トンネル維持管理計画検討委員

会」を開催し、当委員会での意見を踏まえ、戦略的な計画を策定しています。

約 2 割
(24/144)

長崎県の道路トンネル維持管理への取組み

非常電話表面の腐食

約 7 割
(107/144)

覆工アーチ部のひび割れを伴う浮き【判定区分：Ⅲ】 照明器具の腐食【判定区分：Ⅱ】 非常電話表面の腐食【判定区分：Ⅱ】

定期点検(1)の結果を踏まえて、今後 5年間の補修

計画を策定しました。本体工は補修、附属施設は更

新（照明施設は LED 化）を行う予定としております。

照明の LED 化

※現時点でのⅢ判定 14 本および今後点検によりⅢ判定とな

る 7 本（推定）に加えて、予防保全の観点からⅡa 判定の

補修を実施します。

第四期計画

2 巡目点検 結果

今後 5 年間の補修計画

健
全
性

定期点検(1) トンネル本体の健全性

定期点検の様子

定期点検(1) トンネル附属施設の判定区分

定期点検(1) 定期点検(2)

健
全
性

定期点検(2) トンネル本体の判定区分

健
全
性

委員会の様子

LED 照明の効果

年間消費電力：約 53 万 KWh（16 本） 年間消費電力：約 24 万 KWh（16 本）

委員の構成

長崎県では、耐用年数が過ぎたトンネル照明から順に LED 化を進めております。

〇長寿命化

〇消費電力削減

〇CO2削減

長崎県が管理する国・県道の道路トンネルは、昭和 40 年以降に建設されたものが多く、

令和 7年 3月末の総数は 144 本となっています。このうち、供用後 50 年以上経過したト

ンネルは、全体の約 2割（24/144）で

すが、30 年後には全体の約 7 割

（107/144）となります。

このように、今後多くのトンネルが

高齢化することから、維持管理費が増

大していくことが予想され、効果的な

維持管理が必要となります。
※4 在来工法

トンネルを掘り、掘削壁面に木製や鉄製の板をあてがい、鉄製の枠で支えて、

表面をコンクリートで仕上げる工法

※5 NATM （New Austrian Tunneling Method：ナトム）

トンネルを掘り、掘削壁面にコンクリートを吹付けし、鉄製の棒を挿入して

安定させ、表面をコンクリートで仕上げる工法

県内の道路トンネルの現状

④ 変状・損傷事例

※4
※5

ひび割れを伴う浮き

年間発生 Co2：約 245t（16 本） 年間発生 Co2：約 111t（16 本）

R7 R8 R9 R10 R11 合計本数

本体工 4 5 5 5 5 24

照明施設 5 3 3 2 3 16

非常用施設 1 1 1 1 1 5

換気施設 0 1 0 0 0 1


